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長尺超電導ケーブルフィールド試験設備

【設置目的】
高温超電導ケーブルは、従来のケーブルよりも送電ロス

を大幅に減らし、大電力を輸送できる特徴を持っており、
特に都市部で増加する電力需要に対処するための技術とし
て有望視されています。しかし、高温超電導ケーブルを実
用化するためには、基本的な運転特性や、液体窒素の長距
離循環による問題などについて、詳細に確認する必要があ
る。当研究所では、新エネルギー・産業技術開発機構
（NEDO）が、超電導発電関連機器・材料技術研究組合
（Super-GM）に委託したプロジェクトの一環で、実証試験
を実施しました。

【フィールド試験の項目】
本試験では、高温超電導ケーブルの性能を確認するため、

以下の試験を実施しました。
（1）敷設施工性試験：管路へのケーブル引き入れ時の敷

設施工性の確認や布設後のケーブル性能の確認試験
（2）基本特性確認試験：冷却・昇温時の熱挙動やケーブ

ルの基本的な電気特性などの確認試験
（3）定常運転試験：約1ヵ月間の課通電で、30年間の

ケーブル使用を模擬する加速劣化試験
（4）負荷変動試験：急激な電流変動など、ケーブルに負

荷を与える試験
（5）過酷・限界性能試験：高電圧をかけたり冷却システ

ムが故障した状態での運転試験

【設置場所・時期】
横須賀地区、平成16年4月
平成17年4月　撤去開始

マイクロサンプリング試料作成装置

【設置目的】
本装置はガリウムイオンを収束させ試料に当て任意の形

状に掘削することが可能なスパッタリング加工装置であ
り、また、走査イオン顕微鏡（SIM像）による表面観察が
可能な装置である。加工装置としては、透過型電子顕微鏡
（TEM）観察のための薄片試料を作製することが可能であ
るとともに、TEM観察用に限らず試料の微細加工を行うこ
とが可能な装置である。TEM観察用試料作製の場合、任意
の部分を切出し、薄片化することができることが最大の特
徴である。

【主な仕様】
装置構成
・FIB装置本体 ・制御部
・TEMホルダセット ・蒸着装置
・仕上げ加工装置
このうち、FIB装置本体の仕様詳細
・イオン種 Ga（ガリウム）
・最大加速電圧 30kV
・加速電圧 5kVから最大加速電圧まで5kVス

テップ以下で可変
・二次電子像分解能 最大の加速電圧で4nmより良い
・使用可能電流 最小0.15pA以下、最大20nA以上
・最大電流密度 最大加速電圧で30A/cm2以上
・試料室 ユーセントリック方式試料ステージ

装備
50mm角、厚さ12mmの試料に対応

・試料採取 試料の任意の部分から微小サンプル
の採取可
チップに装着しメッシュに固定可

【設置場所・時期】
横須賀地区、平成17年2月

500m高温超電導ケーブルフィールド

試験線路

マイクロサンプリング試料作成装置


